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（３）中学校国語 

① 複数の資料を比較して読み、要旨を捉えること【Ｂ２一】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一 【本の一部】と【インターネットの情報の一部】の内容を比較したときの説明として最も適切な

ものを、次の１から４までの中から一つ選びなさい。 

 

 １ 接着剤が物をくっつける代表的な仕組みについて、【本の一部】では物をくっつける過程を述べ、

【インターネットの情報の一部】では図を用いて具体的に説明している。 

２ 接着剤の用途について、【本の一部】では意外な物に使われていることを述べ、【インターネッ

トの情報の一部】では使用場面ごとに項目を立てて具体的に述べている。 

 ３ 接着剤が液体から固体になる変化の仕方について、【本の一部】では接着剤の種類ごとに述べ、

【インターネットの情報の一部】では代表的な例を取り上げて説明している。 

４ 簡単にはがせる接着剤について、【本の一部】では簡単にはがせる仕組みを図を用いて説明し、

【インターネットの情報の一部】ではその接着剤を利用した商品を紹介している。 
 
【正答】 ２ 
正答率（％）兵庫県：３１．４、全国：３１．４  無解答率（％）兵庫県：０．６、全国：０．６ 
〈誤答の状況〉 

・「１ 接着剤が物をくっつける代表的な仕組みについて……」・・・29.5％ 

・「３ 接着剤が液体から固体になる変化の仕方について……」・・・33.5％ 

・「４ 簡単にはがせる接着剤について……」・・・4.8％ 

 
〈主な原因〉 

① 選択肢１、３には【本の一部】の内容である「物をくっつける代表的なしくみ」「液体から固体に

なる変化の仕方」が引いてあり、前半部分については双方正しい。しかし、両選択肢とも【インタ

ーネットの情報の一部】の記述について誤りがある。インターネットの情報の要旨をまとめ、言い

換えた場合にどうなるのかを読み取れなかったと考えられる。 
② 選択肢４については、【本の一部】に書かれた図が説明する内容を捉えることができなかったと考

えられる。 
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〈今後の指導に向けて〉 

 現在は誰もが様々なメディアから多様な情報を取得することができる。そのため、それらに振り回さ

れるのではなく得た情報を使いこなす力が必要である。例えば「知りたいこと」を追究する過程で複数

の情報の要旨を捉え、それらを比較し、目的に応じたものを適切に選択する力を身につけさせる必要が

ある。 

しかし、生徒たちは、情報がひとつあれば満足し、同一テーマについての異なる情報を比較・検討し

て読む機会そのものは少ないのが現状であると思われる。国語の教科書教材においても、例えば、説明

文を扱う中で、同一テーマでの別資料を比較して読む取組が大切である。 

そこで新聞など生徒が普段あまり手に取らないようなものも含めて、多様な資料を読み、比較する学

習活動を取り入れたい。普段の授業に組み合わせて継続的に取り組むことにより、複数の資料を読み比

べることが習慣づき、前述した力を身につけさせることができると考える。 

【例１ グラフや図表と本文との関連】 

・教科書に本文と共に載せられているグラフや図表などは、本文のどこと対応しているのか、また、グ 

ラフはどのような効果を与えているのかを読み取る。 

①（グラフの部分を示し）「グラフのこの部分は、文章の中のどこに書いてあるのだろうか。」 

②（文に－を引き）「この文章の－部は、グラフのどこを見て書いたものか、印をつけよう。」 

③自分が調べ学習をして発表する場面で図表やグラフも使って発表させる。またどのような効果があ 

るかを考えさせる。（「情報を選び効果的に伝えるには」（教育出版１年）） 

（参考）平成１９年度全国学力・学習状況調査 中学校国語Ａ７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

【例２ 同一テーマを扱う説明文等の共通点、相違点】  

①「モアイは語る－地球の未来」（安田嘉憲 光村図書 ２年）・「この小さな地球の上で」（手塚治虫 三

省堂 １年）は、どちらもイースター島のモアイを題材にした説明文である。この二作品を要約させ、

共通点と相違点をまとめさせる。話し合い活動などを取り入れるのもよい。 

② 異なる新聞に載せられている同じテーマの記事を比較させ、その記事の主旨は何か、その違いは何

か、また共通する内容が何かについて表なども用いてまとめさせる。（「論理の展開に着目して読も

う」（光村図書 ３年）） 
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ポイント 

・様々な資料を比較して読み取る学習を、国語科はもとより全教科で積極的に取り

入れる。その際、共通点と相違点を整理することを徹底させる。 

・同一テーマを扱う複数の文章（資料）を比べて読む学習を位置づけ、主張のあり

方の違いに気づかせるようにする。 


